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【論文要旨】
本研究では，福島県檜枝岐村で伝承されている檜枝岐歌舞伎が観光資源化した過程と，それに伴
う歌舞伎や地域社会への影響について検討した。檜枝岐歌舞伎は，神事性をもった娯楽として村民
によって上演されてきた。夏場に本村から離れて耕作する村民たちにとって，村民が集まる歌舞伎
は他の村民と交流する貴重な機会ともなっていた。しかし昭和40年代より行政によって村の観光
化が推し進められると，歌舞伎も観光資源の一つとして利用され，多数の観光客が押し寄せるよう
になった。定住して観光業を営むようになった村民は，歌舞伎の上演を見る余裕がなくなり，歌舞
伎そのものへの関心も失っていった。行政や観光関係者は，同じ村民である演者たちへの理解や協
力を欠いたまま観光化を推進したため，伝承活動と観光利用のバランスを求める演者たちとの間に
はコンフリクトが生まれていった。1980年代以降，演者たちは学校教育の場を利用した歌舞伎の
指導や，観光化以前の上演の姿を復活・再現する活動を通じて，地域性や神事性の重要性を訴える
活動を続けてきた。この結果，村民の歌舞伎への関心をある程度取り戻すことができ，行政からも
活動方針への理解を得られるようになった。
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. はじめに
1980年代までの文化地理学では，文化人類学や民俗学と同様に，主として都市に対する村落地
域の生活が研究対象となっていた。国内の民俗文化や伝統的景観などを対象とする研究は，そこか
ら真正な意味や場所性を捉えようとするものが中心であった（八木，1994大城，2009）。これに
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対して，1980年代以降，主としてカルチュラル・スタディーズやポストコロニアリズムなどの議
論に影響を受けた，英語圏の人文地理学における文化論的転回と呼ばれる潮流に棹をさす形で，
「文化は社会的に構築されたもの」という捉え方が広く認識されるようになった（神田，2015）。
村落地域を対象とした研究もこの影響を受けて大きく変化し，文化そのものの真正性ではなく，そ
の文化を保持する社会や地域の現在を問う姿勢が主流となっていた（八木，1994）。
こうした状況の中で，現在の地理学における伝統的文化を対象とした研究では，その観光資源化
プロセスと地域社会への影響を問うものが多くなっている。例えば，演劇に分類されるような伝統
芸能・郷土芸能に注目したものとして，広島県内の神楽を対象とした山本・和田による一連の研究
が挙げられる。彼らは，観光化が進んだ芸北神楽について，演じる場所が従来演じられていた地域
内から都市部へ移り，演者と主催者の分離が進み企業主体の上演が現れたこと，神事性よりも娯楽
性を重視する形式となったことなどの点を上げ，伝統芸能が地域性から離れていく過程を明らかに
した。一方で，同じ芸北神楽でも従来形式の神楽と観光客を結びつけ，神楽を演じる側との交流や
理解を通じて神楽の神事性や地域性を取り戻していく活動の試みについても報告している（和田・
山本，2016和田，2017b）。また，芸予諸島の神楽には住民や行政から観光資源と認識されず，
地域内での継承に重点を置く芸能として位置付けられているものがあること（山本・和田・米良，
2016），広島県内では年齢層や生活基盤地域の違いから，同じ神楽団の中でも観光化に対する考え
方の違いが生まれてきていることなども明らかにしてきた（和田，2017a）。
他方，広島県外の神楽を取り上げた研究は，地理学においては同じ山本・和田・米良（2016）
の宮崎神楽の例などが挙げられるのみで，数が多いとはいえないのが現状である。和田（2017b）
が指摘するように，伝統芸能の担い手が観光資源化にどう対応しているのかについて，より一般的
な動向を知るためには，各地の様々な事例の検討を蓄積する必要がある。また，神楽に限らず類似
の演劇性をもった芸能としては，能や狂言，地芝居1)といったものが挙げられる。このうち地芝居
に関しては民俗学を中心に，その伝播や様式，舞台に注目した研究がこれまでなされてきた（舘野，
2013）。しかし地理学からのアプローチは蓄積されておらず，観光資源化による上演のあり方への
影響や，地域の中での地芝居の役割や扱われ方の変化についての研究は不十分であるといえよう。
このため，地芝居についてもその観光化プロセスや現在の担い手への注目が求められる。
以上を踏まえ，本稿では福島県檜枝岐村2)の「檜枝岐歌舞伎」について，その観光資源化過程と
その影響について検討する。まず，2 において研究対象地域と檜枝岐歌舞伎の概要について述べ，
次に 3 で近代化による地域の変容と檜枝岐歌舞伎の関係について述べる。そして 4 では，主に檜
枝岐歌舞伎を継承している千葉屋花駒座10代目座長（調査当時）星長一氏への聞き取り調査の結
果をもとに，地域の観光地化に伴う檜枝岐歌舞伎の観光資源化の過程とその影響についてみていく
こととする。
――
第図 研究対象地域
地理院地図，尾瀬国立公園 HP（https://www.env.go.jp/park/oze/）を
基に筆者作成
. 研究対象地域と檜枝岐歌舞伎の概要
 研究対象地域の概要
檜枝岐村は福島県南会津郡に属し，県内の最も南西に位置している（第 1 図）。村内は東北最高
峰の燧ケ岳や会津駒ケ岳といった標高2,000 m 級の山地に囲まれており，面積の約98は林野で占
められている（檜枝岐村 HP）。檜枝岐村は福島県内有数の高冷地であり，また豪雪地帯でもある。
総人口は2015年国勢調査の時点で615人であり，ほとんどの村民は村の中東部にある本村集落に集
住している。
村内には尾瀬国立公園や会津駒ケ岳などの著名な自然観光資源があり，このため現在では観光業
が主要な産業となっている（第 1 表）。2015年時点での産業別人口割合をみると，第 1 次産業が
2.4（9 人），第 2 次産業が4.2（16人），第 3 次産業が93.4（354人）と著しく第 3 次産業に
偏った構成となっている。檜枝岐村は農業に適した平地が少なく，また冷涼，多雪な気候により米
作に適さないとされる。農林業センサスによれば現在の総農家数は 6 戸，耕地面積はわずか 1 ha
となっており，飲食店や旅館で提供されるソバなどが栽培されている。林業は1950年代以降にい
ったん盛んになり，村営林産所が設立されて製材と販売が行われていた（三井田，1972）。しかし
現在では従業者が減少し，観光客向け商品として曲輪など民芸品の生産が中心となっている。
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第表 檜枝岐村の産業別人口と割合（年)
分 類 (人) 産業名 (人)
第 1 次産業 9( 2.4)
農 業 2( 0.5)
林 業 3( 0.8)
漁 業 4( 1.1)
第 2 次産業 16( 4.2)
建設業 9( 2.4)
製造業 7( 1.8)
第 3 次産業 354(93.4)
宿泊・飲食サービス業 197(52.0)
公 務 43(11.3)
教 育 24( 6.3)
その他 90(23.7)
国勢調査を基に筆者作成
檜枝岐村では就業者のほとんどが第 3 次産業に従事している。このうち最も多いのは，宿泊業・
飲食サービス業の197人であり，次いで公務員が43人となっている。宿泊業は民宿経営が中心であ
り，その多くは本村に集中している。観光客に提供される料理の食材や消耗品は，ほとんどが村外
の生産に依存する状況にある。また檜枝岐村における観光は，積雪が少なく尾瀬観光やキャンプ場
の利用が集中する春から秋に集中している。一ヵ所あるスキー場は小規模で，周辺のスキー場との
競合もあり，利用客が年々減少している（山田，2006）。そのため冬季は観光客が少なく，営業を
休止する民宿もある。
このように，現在の檜枝岐村は観光業が基幹産業となっており，特に春から秋の観光シーズンの
収入に大きく依存している。また，農業や林業も観光業に付随する形で営まれている状態にある。
 檜枝岐歌舞伎の概要
檜枝岐歌舞伎は，檜枝岐村の村民によって江戸時代から現在まで伝承・上演されてきた，地芝居
の一つである（写真 1）。
歌舞伎はもともと，慶長 8（1603）年に出雲の阿国と称する女性の芸能者が京都で始めた念仏踊
りに端を発する。当時の京都では豊臣勢力と徳川勢力の対立が緊張を増しており，民衆の間には現
世主義的な風潮が広まっていた。そうした中，派手な装いをまとった「かぶき者」を主役に据えた
この踊りは民衆の心をつかんで人気を博し，地方へも広まっていった（武井，2017）。やがて徳川
家の支配が確立し社会が安定してくると，歌舞伎は風紀を乱すものとして徐々に規制の対象となっ
ていく。承応元（1652）年に大人の男性以外が演じることを禁止されると，歌舞伎はそれまでの
踊りと寸劇主体の構成から，続き物の芝居へと発展していき，上方と江戸を中心に演劇としての歌
舞伎が成立していった（藤田，2006）。
一方で村落地域にも歌舞伎は伝わっており，通常は禁止されていた娯楽も氏神の祭礼日など特定
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写真 檜枝岐歌舞伎の様子
2017年 5 月12日 筆者撮影
の「遊び日」は許されていた。住民はこれを利用して，神への奉納という形態をとって歌舞伎を楽
しむようになった（安田，2009）。こうして村落地域における歌舞伎は祭事として演じられること
で神事性・祭祀性をもつものとなり，神社の境内などに舞台を設置して上演するのが一般的となっ
た。「大歌舞伎」と呼ばれる都市部の歌舞伎は都市文化を背景に宗教性を後退させ，娯楽性，商業
性を軸に発展していったが，対照的に地方では宗教性が高まり，さらに地芝居では村落の村民が共
同で準備と上演を担うことによって，共同体の紐帯としての性格をもつようになった（服部，
2007）。
会津地方と呼ばれている福島県西部は，江戸時代には会津藩領と南山御蔵入領と呼ばれる 2 つ
の行政区分に分かれており，檜枝岐村はこのうち南山御蔵入領に属していた。南山では少なくとも
貞享年間（1684～1688）から歌舞伎興行が記録されており，各集落の住民が主体となって上演さ
れてきたのが特徴である3)。領内では全271村のうち51に当たる140か村で歌舞伎などの興行が行
われていたとされ，檜枝岐の歌舞伎が最初に文献に登場するのは弘化 3（1846）年である（奥会津
博物館，2014）。檜枝岐では，代参という形で伊勢参りの代表に選ばれた若者たちが道中の江戸な
どで歌舞伎を見て演技を学び，台本を購入して歌舞伎を持ち帰ったと言い伝えられている。歌舞伎
は一度見ただけでは覚えられないので，若松などの都市部に出かけた際に歌舞伎を見て，演技の型
を整えることもあったという（星，2016）。
檜枝岐歌舞伎は本村に鎮座している愛宕神と鎮守神（駒形大明神，燧大権現）への奉納という形
式をとっている。舞台は「舞殿（めーでん）」と呼ばれ，鎮守神の境内にあり，山の斜面にある社
殿に対して向き合うように配置されている。現在の舞台は1893（明治26）年の大火で焼失した後，
明治30年代に建て直されたものである（奥会津博物館，2014）。
現在の檜枝岐歌舞伎は福島県の中でも著名な伝統芸能の一つであり，福島県内ではニュースの歳
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時記に欠かせない風物詩の一つとなっている（関，2014a）。また「檜枝岐歌舞伎」として県指定
重要無形民俗文化財に，上演を行う「檜枝岐の舞台」は国指定重要有形民俗文化財に指定され，近
年では2017年に「伝統文化ポーラ賞」を受賞するなど，その伝統芸能としての真正性が高い評価
を受けている。さらに観光化も進んでおり，年 4 回ほどの公演は村外から毎回800～1000人もの観
客が集まる（浦部・渡邉，2016）。尾瀬檜枝岐温泉観光協会が2017年に発行したパンフレット『尾
瀬檜枝岐温泉』をみると，表紙には檜枝岐村を代表する観光地である尾瀬と共に，舞台の前に多数
の観客が集まる様子の写真が掲げられている。本文では檜枝岐歌舞伎に全24ページのうち見開き 2
ページが割かれ，多数のカラー写真と共に「伝承の美」「代々受け継がれてきた伝統芸能」といっ
た文言が添えられている。村や観光協会は檜枝岐歌舞伎を「檜枝岐の歴史を物語る伝統文化」とし
て最重視しており，歌舞伎は「檜枝岐らしさ」を表現する象徴的存在となっている（蘇理，2007）。
. 近代以降における檜枝岐歌舞伎
 近代化による地域と歌舞伎の変容
檜枝岐では明治時代以降も，江戸時代までとあまり変わらない生活サイクルが営まれていた。耕
作可能な場所は村内の川沿いに点在しており，本村に耕地を持たない村民は自宅から離れた場所に
耕地と畑小屋を持っていた。こうした村民は耕作可能な季節になると畑小屋へ移り住み，収穫が終
わると本村へ戻るという，「出作り」と呼ばれる農耕形態をとっていた。
この「出作り」は歌舞伎が行われる村の祭りと密接な関係を持っていた。本村では旧暦 5 月12
日に愛宕神の祭礼が行われ，これが終わると出作りを営む村民は畑小屋へと移動していった。村民
は旧盆に一度本村へと戻り，旧 7 月18日に行われる鎮守神の祭りを経てから再び出作り耕地へと
移動し，10月ごろまでに収穫を終えて本村へと戻ってきた（金子，2016）。千葉屋花駒座10代目座
長（調査当時）星長一氏によれば，歌舞伎は旧 7 月の祭りでは必ず奉納され，旧 5 月の祭りでも
上演されることがあったという。村民のほとんどが歌舞伎を鑑賞し，桟敷席では酒や食事がふるま
われ，宴会となっていた。歌舞伎は出作り耕地で離れて暮らす村民が一堂に集まり顔を合わせる貴
重な機会となっており，村の紐帯としての役割も果たしていた。こうした状況は出作りが続いてい
た昭和30年代までみられたという。
一方，檜枝岐歌舞伎を取り巻く状況にはいくつかの新しい動きも生まれていた。檜枝岐で歌舞伎
を公演する人々は団体としての名称を持っていなかったが，大正時代末期に「千葉之屋花駒座」と
名付けられて以降，一座の名前として用いられるようになった。「千葉」は村民の祖先が千葉平氏
であるという伝承に由来し，また「花駒」とは「花の駒ケ岳」という言葉を示している。この時期
に一座の名前を名乗るようになった理由としては，1917（大正 6）年に組合村から独立したのち，
郷土の伝統芸能として保存する機運が生まれたのではないか，と当時を知る人物が証言している
（星，2016）。命名をしたのは独立後最初の村長である星愛三郎であった。また，当時は郷土教育
運動をはじめとする社会教育運動が盛んな時代であり，檜枝岐でも青年団による夜学会が盛んに行
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われていた（檜枝岐村，1970）。このことからも，当時の檜枝岐では地域に注目する機運の中で，
村人の間に歌舞伎が地域文化であるという認識が生まれていたのではないかと推察される。
歌舞伎とローカルなコンテクストの結びつきは，その演目にもみられた。1933（昭和 8）年に完
成した作品「南山義民の碑」は，馬場霞堂（本名滋雄，18711933）が南山御蔵入騒動を題材とし
て新たに製作した演目であった。馬場霞堂は檜枝岐の出身で，伊南村青柳（現南会津町青柳）で奉
公人として働いたのち24歳の時に上京し，3 年後には医師の資格を得た。彼は1901（明治34）年
に南会津へと戻り，田島町西町（現南会津町田島西町）で病院を開き開業医となった人物であった
（田島町，1977）。馬場は郷土史に造詣が深く，江戸時代にこの地域で起きた「南山御蔵入騒動」
と呼ばれる一揆事件の犠牲者を顕彰する活動をしていた。彼はその活動を盛り上げるために南山御
蔵入騒動を歌舞伎化することを考え，「南山義民の碑」を執筆した。その内容は主人公の百姓を
「かぶき者」として描き，時代がかったセリフを使うなど，南会津で演じられていた歌舞伎と同じ
スタイルで作られたものであった。馬場は檜枝岐から竹本藤太夫（平野藤蔵）という義太夫を呼び，
田島の若者に自ら演技を指導して公演を成功させた（田島町郷土史研究会，1957）。
このように，近代以降の社会変化がもたらした学術的な視点や地域文化への注目は，南会津や檜
枝岐の歌舞伎と地域の歴史性というローカルなコンテクストの結びつきを強化し，地域独自の文化
としての性格を強めていったと考えられる。
 尾瀬への注目と檜枝岐
近代以降は檜枝岐が観光地として注目されていく時期でもあった。特に尾瀬や会津駒ケ岳は，登
山の対象として早くから注目されていた存在であった。20世紀初頭から「貴重な自然と美しい風
景が残る地」として知られるようになっていた尾瀬は，1920（大正 9）年には風致保護林の指定を
受け，1934（昭和 9）年には日光国立公園に，さらに1938（昭和13）年には国立公園の「特別地
域」に指定された。その頃には尾瀬や駒ケ岳などへ登山者が増加し，雑誌などにも旅行記が多数み
られるようになる。1930年代は都市の一般大衆の間でハイキング人気が高まっていた時期であっ
た。それに伴い登山もツーリズムの要素を取り入れて拡大し，第一次ブームの中にあった。さらに
1930年代後半には厚生運動が始まり，戦時中においても健康を増進するとされた登山などのツー
リズムは，いわば「公認」された状況下にあった（高岡，1993）。
当時，東京から尾瀬へ向かうには群馬県側からバスを利用するのが早く，こちらがメインルート
となっていた（深田，1981）。そのため檜枝岐はメインルートからは外れていたが，それでも当時
すでに年間 1 万数千人の旅行者がいたという。当時，本村には旅館 2 軒とホテル 1 軒があり，電
灯や電話も整備されるなど，観光客の増加によって他の集落よりも近代化が進んでいたという（今
野，1948）。このように檜枝岐では1930年代から観光化がすでに始まっていたが，その影響はまだ
小さかった。依然として畑作を主産業とすることに変わりなく，また檜枝岐歌舞伎もこの時点では
観光の対象とされていなかったのである。
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. 檜枝岐歌舞伎の観光資源化過程とその影響
 歌舞伎の継承活動と観光化
檜枝岐歌舞伎は太平洋戦争末期には中断されたが，その期間は 1～2 年ですぐに復活した。しか
し，食糧の不足に悩まされ歌舞伎を続けることが困難となった座員もいたという。また，1951
（昭和26）年には明治時代から歌舞伎の存続に力を尽くしてきた竹本藤太夫が没し，義太夫語りが
不在となるなど困難が続いた。しばらくは南郷村（現南会津町）の義太夫が代理を務めていたが，
昭和30年代半ばに村の備品としてテープレコーダーが購入され，近隣地域や他県の義太夫の語り
を録音して上演に使うようになった（星，2016）。
同じ頃，村内の只見川流域では1961（昭和36）年に奥只見ダムが完成し，さらに1968（昭和43）
年には大津峡川に大津峡ダムが建設された（檜枝岐村，1970）。この 2 つのダムが建設されたこと
により，檜枝岐村には多額の補償金や固定資産税が入ることとなった（深田，1981）。ダムによる
収入で財政が潤った檜枝岐村は，観光立村を目指して1965年ごろから尾瀬観光のためのインフラ
整備事業を次々と推し進めていった。1949（昭和24）年に尾瀬を題材にした歌『夏の思い出』（作
詞江間章子，作曲中田喜直）がヒットすると，尾瀬はさらに知名度を上げて観光客も増加して
いた。村行政は檜枝岐から尾瀬の入り口に当たる沼山峠までの道路整備，尾瀬地域内の宿泊施設や
売店，村営国民宿舎などの建設を村主体で進めた。尾瀬だけでなく本村集落を訪れる観光客も増加
していき，既存の宿だけでは部屋数が不足するようになると，行政は村民に民宿経営を勧めるよう
になった。1973（昭和48）年のボーリング調査によって本村で温泉が湧くようになると，温泉へ
の観光客を当て込んで民宿や飲食店などへ転換する村民が増加していく（山田，2006）。一方，出
作りをはじめとする農業は1960～70年代を境に衰退していき，一部の出作り地はキャンプ場とし
て使われるようになった（関，2014b）。こうしてこの時期を境として村民は次第に農業から観光
業へと転換し，檜枝岐は観光業に特化した村へと変貌していった。
檜枝岐村が観光地へと移り変わり始めていたこの時期，檜枝岐歌舞伎の運営は危機に瀕してい
た。昭和30年代以降，全国各地の地芝居と同様に高度経済成長の影響で若者が村外へ流出し，ま
たテレビなどの新しい娯楽の流入で歌舞伎への興味が失われ，後継者不足が深刻になっていた。
1967（昭和42）年 9 月23日の福島民友紙には「さびれゆく檜枝岐歌舞伎」という記事が掲載され
た。紙面では後継者が不足し，年間の上演回数も減ってしまい，存続が危ぶまれていることが大々
的に報じられた。これに関係者は大きなショックを受け，村教育委員会と公民館は継承活動の計画
を立てて予算を確保し，村に残っていた若者を集めて練習を始めた（星，2016）。
こうして村ぐるみで後継者育成が進められていた一方，観光地化政策の一環として村行政は檜枝
岐歌舞伎を観光客向けに売り出すことを考えていた。行政は旅行会社に尾瀬観光と歌舞伎鑑賞を組
み合わせたツアー商品の企画を依頼した結果，1968（昭和43）年秋から毎週公民館で本村への宿
泊客向けに歌舞伎を上演することになった（星，2016）。この頃，花駒座をはじめとする歌舞伎関
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第図 檜枝岐歌舞伎の年間上演回数
星長一氏提供資料を基に作成
係者は上演回数を増やすことで若い座員の技術向上を図り，継承につなげていくという方針をとっ
ていた。ツアー客向けの上演は 4 年間続き，観光客を呼び寄せるとともに若い座員が歌舞伎を覚
える機会となった。第 2 図をみると，1990年代以降の活動が安定した時期に比べて，1969（昭和
44）年からの 2 年間は記録に残る中でも特に上演回数の多い時期となっていることが分かる。
こうして歌舞伎を使った村の観光誘致政策と，上演回数を増やしたいという花駒座による継承活
動の方針が結びつき，檜枝岐歌舞伎は観光客に向けて上演されるようになった。1969（昭和44）
年には「檜枝岐歌舞伎」が村指定重要無形民俗文化財になるなど，歌舞伎は文化財や伝統芸能とい
う観点から高く評価されるようにもなっていた。星長一氏によれば，この昭和40年代～50年代を
境にして，歌舞伎の観客に本村や近隣の集落以外からの観光客が増えていったという（聞き取りよ
り）。この時期は本村集落が温泉観光地として注目され始めた時代でもあり，檜枝岐歌舞伎も村の
貴重な伝統芸能として行政や観光業者によって全国的に宣伝された。このようにして檜枝岐歌舞伎
は昭和40年代以降，観光資源化が急速に進むこととなる。
 観光化による上演環境の変化
檜枝岐が急速に観光化し，檜枝岐歌舞伎も観光資源として扱われるようになっていく中で，歌舞
伎の上演や花駒座を取り巻く環境は昭和40年代以降，大きく変化していった。
村が観光の目玉として歌舞伎を宣伝し，メディアにも多く取り上げられるようになると，祭礼の
日の公演には次第に観光客が集まるようになった。すると鎮守神の境内を利用した桟敷席は次第に
手狭になり，大幅な改修が加えられていった（第 3 図）。観客の一部は混雑した桟敷席を避け，背
後の斜面に登って上演を見るようなったが，斜面は保護されていないむき出しの状態であり，落石
の危険性があった。このため，安全対策として斜面の下部を石垣で保護し，階段状の席が設けられ
たという。しかし観客数は1976（昭和51）年に舞台が国の重要無形民俗文化財に指定された影響
もあって，増加の一途をたどった。そこで，1980年代に桟敷席から社殿までの半分ほどの高さま
で階段席が増築された。さらに，増え続ける観客を収容するために，1981（昭和56）年には舞台
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第図 檜枝岐の舞台配置図
図の灰色部分は座席でない斜面を示す
角田（1971），浦部・渡邉（2016），および筆者による現地調査を基に作成
を 5 m 後方に移動して桟敷席が拡大されることとなった。さらに1990年代ごろには，鎮守神社殿
と同じ高さまでが階段席化された。
観客席以外の設備も観光客増加の影響で整備されていった。階段席の増設によって客席が拡大す
ると，演者の声が後方の席まで届かなくなってしまったため，昭和50年代にマイクが設置され
た。また，この頃にはマスメディアの取材も多くなっており，カメラを携えた報道関係者や観光客
からは「舞台をもっと明るくしてほしい」という声があった。そのため，県内のテレビ局から提供
された大型照明も設置された。
さらに，上演の流れも観光客の増加に大きく影響を受けていった。聞き取りによれば，観光化以
前は演目を約10日前に決めていたが，場合によっては 2，3 日前や当日夜に演目が決まることもあ
った。公演当日はだいたい夕方 5 時半ごろに村民が舞台の前へと集まり，舞台清めの三番叟が演
じられた。そのあとは 7 時ごろから深夜まで，宴会を挟みつつ歌舞伎が 2 幕ほど演じられる，と
いう流れであったという。しかし，檜枝岐の観光化が進むと，演目の内容はあらかじめ前年秋まで
に決定し，観光客向けにその情報が提供されるようになった。また，はっきりと定まっていなかっ
た開始時間や公演の流れに対して観光協会から注文がつくようになった。歌舞伎が早い時間から始
まると民宿や旅館の夕食時間と重なってしまうため，時間を遅らせて18時半ごろの開場とし，19
時に開始という形式が定着していった。加えて，長時間の上演で観光客の帰りが深夜になると宿の
従業員の負担が増してしまうため，2 演目行われていたのが 1 演目に減らされ，早く終了するよう
に変更された。
さらに，歌舞伎が開催される日は本村の宿泊施設がすべて予約で埋まるほどにまで人気が高まる
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と，利益を重視する村の観光関係者からは歌舞伎の開催日を増やすように要請されるようになっ
た。もともと歌舞伎は祭りに合わせて上演されていたが，毎年必ず行われるのは旧 7 月18日の鎮
守神祭だけであった。旧 5 月12日の愛宕神祭は毎年上演されるのではなく，災害の起きた翌年な
どに防災の意味を込めて行っていたという4)。しかし観光協会からの要請で，1970年代初めごろか
ら 5 月の祭りでも毎年歌舞伎が上演されるようになった。さらに1985（昭和60）年には10月に特
別公演も行われ，翌年からは「歌舞伎の夕べ」と題して毎年 9 月の第一土曜日に観光客向けの公
演をするようになった（星，2016）。
こうして昭和40年代を境に歌舞伎を鑑賞する観光客が増え，観光客向けの上演体制が整えられ
ていった一方で，村民は歌舞伎を見ることが少なくなっていた。宿泊業を営む村民が多くなってく
ると，歌舞伎が上演される日は多数の観光客が押し寄せることで仕事が忙しくなり，歌舞伎を見に
行く余裕がなくなってしまった。さらに，観光業への転換により出作り耕作が衰退すると，一年中
本村に居住する村民が増えた。すると，祭りの日に歌舞伎と宴会に集合して顔合わせをする意味も
薄れてしまった。この結果，檜枝岐歌舞伎の観客は次第に村民よりも観光客の方が多くなっていっ
た。観光化が進む中でも所作や台詞といった歌舞伎の上演内容そのものは，従来の形式を継承し続
けていたという。しかし，歌舞伎を演じる舞台とその周辺の構造といった物質的側面や，観客の属
性やコミュニティ内での役割といった社会的側面は大きく変化していた。そしてさらに，歌舞伎を
見る機会が減った村民は，歌舞伎そのものに対する関心も徐々に失っていったのである。
 コンフリクトの発生
こうして檜枝岐歌舞伎は外部から伝統芸能としての評価が高まり，観光客向けに上演されていく
一方，座員以外の村民は次第に歌舞伎への興味を失っていった。また，外部からの評価の高まりに
よって「檜枝岐歌舞伎」が檜枝岐以外で上演されることが増加していた。檜枝岐歌舞伎は戦後，
1952（昭和27）年とその翌年に福島県民俗芸能大会へ出場するなど，「貴重な伝統芸能」という扱
いのもとでの外部公演を経験するようになった。星長一氏によれば，このように歌舞伎を取り巻く
環境が変化していく中で，花駒座の座員たちの意識は「芝居好き」から「文化財を守る」という使
命感に変わっていったのだという。しかし，昭和50年代に入ると，歌舞伎を運営する座員と，歌
舞伎による観光客増加の恩恵を受けていた観光協会や行政との間には，意識のすれ違いから次第に
コンフリクトが生まれていった。村の観光業界や役場の関係者は歌舞伎それ自体にはあまり興味や
関心がないのにもかかわらず，経済的利益のために「公演回数を増やしてほしい」と花駒座に何度
も要求していた。しかし，一座や座員の活動へはあまり協力的でなかった。観光業や役場に勤める
座員も多く，彼らは忙しい合間を縫って自主的に活動していたが，歌舞伎それ自体には関心の薄い
観光・行政サイドは，練習時間の都合を優先させるなどの協力をしなかったという。
歌舞伎による集客で利益を得ている観光・行政サイドが非協力的なことに対し，座員たちは不満
を持ち始めていた。当時の星重郎座長は「いったん花駒座を解散して歌舞伎ができなくなったら村
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第図 尾瀬と檜枝岐温泉（本村）における観光客入れ込み数の変遷
檜枝岐温泉は1981年以前のデータなし
福島県 HP（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32031a/kanko-koryu2.html），「全国観光動
向」昭和51～平成22年度版，および「全国観光地データブック」2000，2003～2005，2007，
2008年版を基に筆者作成
民も困って関心を示し，行政関係も歌舞伎の存在価値を重要視して協力的になるだろう」とまで考
えていた。しかし，中堅リーダー格の平野理氏をはじめ若い座員を中心に，「一度やめてしまえば
やらない方が楽であると思うようになり，二度と復活できないのではないか」という意見が上がっ
た。結果，1977（昭和52）年からは平野理氏が座長となり，伝承活動を継続することとなった
（星，2016）。
平野座長の下で座員の継承への意識は高まり，道具の整備計画なども進められた。しかし行政・
観光との協力関係を上手く築くことは難しく，村から補助金が出ている文化財保存事業の一環であ
るにもかかわらず公用車が借りられないこともあった。結局，平野座長はこうした「行政サイドと
の混乱」を「自分が座長であるため」に起こっていることだとして1983（昭和58）年に座長を辞
した。その後も平野氏は歌舞伎の存続に向けた活動を続け，「歌舞伎に関心はあるが直接参加する
のが難しい人にも参加できる場がほしい」と，花駒座の支援団体を設立するよう訴えていたとい
う。しかし行政は「歌舞伎は奉納という宗教的側面があるから直接関われない」と主張し続けてい
た。結局，平野氏が没した翌年の1988（昭和63）年にようやく「檜枝岐歌舞伎後援会」が設立さ
れることとなった。
なぜ観光・行政サイドは，花駒座とのコンフリクトを発生させるほどに歌舞伎の観光化を推し進
めようとしていたのだろうか。これは，当時の檜枝岐村における観光状況が大きく関わっていると
推察される。第 4 図を見ると，1980～90年代までの檜枝岐村では「尾瀬」の観光客入れ込み数が，
本村に当たる「檜枝岐温泉」の数値を大きく上回っていることが分かる。この当時，檜枝岐村の観
光シーズンは 5 月下旬から11月上旬であった。宿泊施設が最も混雑するのは尾瀬でミズバショウ
が開花する 6 月中であり，11月以降は訪れる観光客がほとんどいなかった（深田，1981）。
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集客のほとんどを時期の短い尾瀬観光のみに依存している状態は，リスクが大きく問題とされて
いた。実際，尾瀬観光は1996（平成 8）年に NHK の番組で 5 日連続生中継された影響もあって
1990年代中頃までは好調であったが，それ以降は急激な落ち込みを見せた（山田，2006）。これに
伴い檜枝岐村全体の観光客数も2001（平成13）年には1990（平成 2）年に比べて約半分の水準ま
で落ち込んでおり，観光産業が中心の檜枝岐村にとって大きな打撃となったと推察され，尾瀬観光
への依存が檜枝岐にとってリスクとなっていることが分かる。
このリスクは早くから認識されており，行政はすでに1970年代から本村のみでも集客が可能な
通年型観光地への転換を目指していた。1976（昭和51）年から本格的に観光客向け営業を始めた
温泉付きスキー場や，1991（平成 3）年完成の「森の温泉館・アルザ尾瀬の郷」などの本村やその
周辺に造られた施設は，こうした政策に基づいたものであった（財界ふくしま編集部，1992）。そ
して檜枝岐歌舞伎も，村長が「せっかく立派な舞台があるわけですから，三日間ぐらいおまつりを
やってほしい」（財界ふくしま編集部，1984）と発言するなど，尾瀬への一辺倒から脱却した檜枝
岐を担う観光資源の一つとなることを，観光・行政サイドから期待されていた。こうした観光産業
を取り巻く状況が，観光協会や行政が檜枝岐歌舞伎の観光化を求める原因になったと考えられる。
 現在の継承活動と地域社会
観光化によって村民は観光利用という観点から歌舞伎に注目するようになった。しかし一方で，
歌舞伎そのものに対する関心は薄らいでいった。そのような状況に対し，千葉之屋花駒座では「歌
舞伎は地域の保護すべき文化・伝統・財産」であり，また「歌舞伎は神事であり，人ではなく神に
見せるもの」という考え方の下で伝承活動や公演を続けてきたという。そのため観光客を受け入れ
つつも，村外での公演を極力減らすなど自主的に観光化への歯止めをかける方針をとっている（蘇
理，2007）。さらに近年では，失われた観光化前の上演の姿や，村民の歌舞伎への関心を取り戻す
活動にも取り組んできた。
1986（昭和61）年より，檜枝岐中学校で課外授業に歌舞伎が取り入られるようになった。当時，
放課後の居場所づくりの一環として課外授業が用意されており，歌舞伎の授業もその一環として始
められた。学校には檜枝岐出身の教員がいなかったため，当時公民館で青少年教育として歌舞伎を
教えていた星長一氏が授業を引き受けたという。この年から中学生の手によって舞台清めの三番叟
が文化祭で演じられるようになった。さらに2008（平成20）年ごろからは，歌舞伎そのものも総
合学習として授業の時間に取り入れられた（服部，2009）。1 年生は裏方作業を担当し，2 年生は
三番叟を，3 年生は歌舞伎を演じる。歌舞伎を演じることのできる村民は減り続けていたが，授業
に歌舞伎が取り入れられることで一度でも歌舞伎を体験したことのある人口が増えていった。ま
た，授業の中では花駒座が重要視している文化財としての歌舞伎継承の重要性や，神事としての性
格が教えられる。文化祭での上演は生徒の家族や親戚の注目も集め，生徒と保護者双方の歌舞伎へ
の関心と理解を高めることにつながっているという。
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失われた演目や，生の義太夫の復活も試みられた。1991（平成 3）年には「南山義民の碑」が復
活上演された。「南山義民の碑」は1951（昭和26）年に義太夫である武本藤太夫が没して以来，上
演できなくなっていた。地元が舞台となったこの演目を復活させるため，残された台本と過去に演
じたことのある演者の指導をもとに練習を重ねたという。また，2011（平成23）年には室井太夫
が一座に加わり，テープでない生の義太夫も復活した。室井太夫は南会津町田島の出身で，田島の
子供歌舞伎に参加する中で義太夫語りに興味をもち，義太夫となった人物である。2009（平成21）
年に花駒座員が福島市でテレビに出演した際に室井太夫と同席したことをきっかけに交流が始まり，
2011（平成23）年 2 月から合同練習を始めた。翌月には東日本大震災が発生したが，震災 2 週間
後には練習を再開し，4 月 9 日の新春発表会で初めて室井太夫の義太夫語りによって上演された
（星，2016）。これ以降，檜枝岐歌舞伎の義太夫は室井太夫が務めている。
さらに，かつて村民だけで行われていた歌舞伎上演の様子を再現する試みも行われた。2017
（平成29）年は檜枝岐村が組合村から独立してちょうど100周年の年であり，これを記念して歌舞
伎公演が行われることになったが，星長一氏は村民限定公演にすることを希望し，行政や村議もこ
れを受け入れた。こうして 6 月15日に行われた村政100周年記念公演には村民と村外在住の元村民
が招かれ，普段は歌舞伎を見ることのできない多くの人が集まった。幕間には食事や酒がふるまわ
れ，その費用の一部は行政の負担が認められた。こうして一度限りであったが，かつて出作りが盛
んだった頃にコミュニケーションの場となっていた村祭りの雰囲気を，村民の協力のもとに再現で
きたという。また聞き取りによれば，役者の側も観光客ではなく顔を知っている村民の前で演じる
ことで，普段の公演よりも良い緊張感をもって望むことができたとのことである。
こうした観光化前の上演の再現を目指したり，村民の理解を高めたりする活動は，商品化・観光
化した檜枝岐歌舞伎を地域性・神事性の位相へと引き戻す動きであったといえるだろう。しかしそ
れは，単に歌舞伎を過去の状況へ戻すことを目指したわけではなく，歌舞伎を取り巻く状況が大き
く変化した中でも継承を続けていくための一つの方法であったといえる。聞き取りによれば，一座
は歌舞伎が観光資源となって村民の生業を支えている状況を認めつつも，村民による活動への関心
と協力は今後の歌舞伎の継承に不可欠であり，歌舞伎への関心よりも観光利用という考え方が先に
立ってしまえば，継承していく環境を維持するのは難しいと感じている。こうした活動によって，
一座の意向は村民に理解されつつあり，また行政とも現在では昭和50年代よりも協力的な関係を
築けているとのことである。
. おわりに
神事の一環という形で上演されていた檜枝岐歌舞伎であったが，近代以降の学術的な視点の流入
は，大正から昭和初期にかけて歌舞伎を地域の伝統文化として村民に意識させるようになった。戦
後，「伝統芸能」という扱いのもとで村外での公演を経験したり，村内での公演に外部から多くの
観光客が集まるようになった。このため，村民は歌舞伎が外部から伝統芸能として高く評価されて
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いることを認識し，歌舞伎は村民から観光資源の一つとして扱われるようになった。こうして昭和
40年代以降に檜枝岐歌舞伎は観光資源化していった。その後，歌舞伎に対する立場と協力度の違
いから花駒座と行政・観光サイドとの間にはコンフリクトが生じたが，一座は観光化以前の上演の
再現や村民の歌舞伎に対する理解を深める活動を通じて，歌舞伎が観光資源となっている状況を認
めつつも，地域性や神事性を重要視する方針を明確にした。こうして現在では，一座の方針に対し
て村民や行政の理解と協力がある程度得られるようになった。檜枝岐歌舞伎は観光利用とオーセン
ティシティの維持というジレンマを抱えつつも，その妥協点を見出して伝承活動につなげている一
つの例といえる。
檜枝岐歌舞伎における観光資源化の過程は，外部による評価の高まりで商品化・観光化が促進さ
れたという点で和田・山本（2016）における芸北神楽の例と共通している。一方で，もとの地域
とは異なる場所で頻繁に演じられるようになった岳神楽や芸北神楽の例とは異なり，檜枝岐歌舞伎
は一座が外部での公演を極力抑えているため，基本的に鎮守神境内の舞台での上演が中心となって
おり，上演する場所そのものは観光化前と変わっていない。しかし，地域が歌舞伎に先行して観光
化していったことで，観客が村民から観光客へと変わり，境内も観光客向けに造り変えられるな
ど，上演環境は大きく変化した。このような，いわば舞台の場所性が社会的にも物質的にも変化し
た点も檜枝岐歌舞伎の特徴といえよう。
南会津地方では現在，檜枝岐のほかに田島と山入で地芝居が上演されている。今回は檜枝岐の事
例のみを取り上げたため詳しく触れられなかったが，今後はこれら現役で活動している近隣の地芝
居とも併せて検討していきたい。また，地芝居はもともと都市文化であったものが村落地域に定着
した芸能である。そのため，外来の芸能が独自の演目や地域文化としてのアイデンティティといっ
た地域性を獲得していく段階にも，より注目していく必要がある。
付記
本研究の調査に際して，聞き取り調査にご協力いただいた千葉之屋花駒座10代目座長（当時）・星長一氏を
はじめとする千葉之屋花駒座の皆様，檜枝岐村の皆様に感謝申し上げます。
注
1) ｢地芝居」という言葉に明確な定義はないが，おおむね「素人の役者が地元で非営利的に演じる歌舞伎」を
指し，賃金を払って役者を招く「買い芝居」と対をなす概念である。地芝居のほかに「農村歌舞伎」「地歌
舞伎」などの用例もみられるが，学術研究の立場では地芝居と呼称するのが一般的となっている（舘野，
2013）。近世以降の文献ではローカルな地域で演じられる踊りや人形操りも地芝居と呼ぶ例があるが，現在
ではそのような芝居集団はみられないという（北河，2008）。
2) ｢桧枝岐」と記される場合もあるが，本研究では関（2014a）の例にならい，引用等の場合を除いて現在の
自治体名に合わせ「檜枝岐」と表記する。また本文中で「檜枝岐村」と記す場合はおおむね自治体もしく
は村域全体を，「檜枝岐」と記す場合はおおむね本村集落や地域社会を指し示す。
3) 南山では「歌舞伎」という表現はほとんど用いられず，「狂言」「芝居」との呼び方が一般的であった（奥
会津博物館，2014）。檜枝岐でもかつては「芝居」や「狂言」と呼ばれていたという。
4) なお，檜枝岐では1967（昭和42）年より年中行事を新暦で行うようになり，愛宕神祭は新 5 月12日に，鎮
――
守神祭は新 8 月18日にそれぞれ変更された（聞き取りによる）。
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